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I 研究の目的( ， 研究の背景 ) 

運 学習指導要領改定以来，運動に興味をもち，活発に運動する子どもとそうでない子

動 どもの二極化が叫ばれている。 また，体力診断テス トの結果から，子どもの体力低下

意 の危機も叫ばれて久しいが，いまだに改善されているとはいえない。

欲 その社会的背景には，子どもたちの遊びの中心が室内でのゲームや遊び等になって

2おり，子どもたちの戸外での遊びゃスポーツの減少が考えられる。しかも，ここ数年
上 は外遊びの減少のみならず，室内遊びを含めた子どもの遊びそのものが成立しなくなっ

を できつつある。このことは，子ども同士で遊ぶための方法や友達とのコミュニケーショ

Eンの取り方が分からなくなっているからだといえる。つまり，子どもたちが積極的に
? 体を動かさなくなったということである。このことは，子どもたちを取り巻く環境が

た 著しく変化しているためであると考えられる。詳しくは，以下のとおりである。

体

育

科

の
授

業

ジ

習い事 ・室内遊びの時間の増加による外遊び ・スポーツ活動時間の減少(時間)

空き地 ・公園等の手軽な遊び場の減少(空間)

少子化・ 習い事等による仲間の減少(仲間)

地域での指導者不足

教員自身の運動経験不足，指導の工夫の不十分さ

0
0
0
0
0
 
本来子どもたちは，体を動かしたり，友達と外で遊んだりすることが好きである。

体育科の授業においても， r体を思いきり動かして遊びたい。」等の運動欲求や rこ
んな技に挑戦してみたい。Jr踏切を強くして，もっと遠くに跳べるようになりたい。」
等の願い ・憧れをもっている。しかし，前述の理由からも， r友達と一緒に遊びたい。J
「外で運動がしたい。」と思っている子どもが減っていることも事実である。

本校の子どもたちも，体育科の授業を好きな子どもは多い。それは， rできるよう
になりたい。Jr挑戦してみたい。」等の願い ・憧れをもって挑戦する楽しさを知って
いるからである。また，自分の考えたルールや場が実際に選ばれたり，作戦が勝利に

つながったりしたときの楽しさを知っているからである。さらに， rできない技がで
きるようになった。Jr連続で技ができるようになった。」等，自分や友達の技能が向
上したときの喜びを実際に味わったからである。しかし， rゲームで，自分たちのチー
ムの敗戦が続く。Jrボールが自分には全くパスされない。Jrみんなができる技ができ
ない。Jr友達が自分のことを下手だと言う。J等のことが授業や遊びの中で起きると，
運動したいという意欲がなくなってしまう子どもが出てくる。

そこで私たちは，運動意欲をもたせながら，学び方や技能を高めることを目指した

体育科の授業づくりを目指したいと考えた。

円
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体 2

(2 研究の方向
、l 私たちは，平成 12年度から 14年度まで， I共に学びをつくる体育科授業の創造」

扇 という研究主題を設定し，子どもたちが仲間とかかわりながら，運動の楽しみ方を発

に 見・工夫する力(思考力 ・判断力)を伸ばす活動を大切にした授業づくりに取り組ん

熱 できた。また，平成 15年度から 17年度まで， I運動の楽しさを実感する体育科授業

中 の創造Jという研究主題を設定し 思考力・判断力と技能を共に高めるための学習内

汎 容について研究をしてきた。その結果，運動の特性に触れる楽しさを実感できる子ど

量 も像が明確になってきた。

す しかし，一方で，以下のような研究の課題が挙げられた。

る
子

ど
も

の
姿

を
本目

• I器械運動領域J等の個人の達成や克服， Iボール運動領域」等のチーム同士

の競争をしたときに，明確にどの段階でとは言えないが，個やチームの意欲に

大きな落ち込みが見られた。

. 子どもたちの発達特性や運動の系統を考えたときに， 6年間を通して単元間

で身に付いた学び方や技能を生かし 意欲的に学べるようにする必要がある。

定 そこで本研究では，前年度までの研究を
そ 受け継ぎながら，子どもたち一人一人が運

学 動に意欲的に取り組むような授業づくりを

習 目指すことにした。つまり，どの学年でも，

内 どの単元でも，運動に熱中 ・没頭する子ど

容 もを育てていきたいと考えている。

ム そのためには，まず，課題解決の学習を
1日

導 通して，授業の各過程で運動に熱中・没頭

方 する姿を具体的に明らかにする必要がある

法 と考える。

空 次に，授業で子どもが運動に熱中・没頭するためには，どのような学習内容が必要
Zなのか，昨年度までの研究を基に，実践し，検証・分析する必要がある。そうするこ
る とで，子どもの発達特性や実態に即した学習内容になっているか，各領域や学年間を

。系統立てて学べるような学習内容になっているか等を考慮して，見直しを図っていか

なければならないと考える。

その際に，指導方法の在り方を充実していくようにする。指導方法では，どのよう

な課題の追究過程で，どのような学習活動，形態，場，教師の具体的な働きかけ， 言

葉かけをするのか，これまでより充実させていく必要があると考える。また，評価で

は，診断的・総括的授業評価や形成的授業評価の分析を確実に行い，各単元・各一単

位時間での授業を充実していく必要があると考える。

このような授業を創造することによって， 子どもたち一人一人が運動に熱中・没頭

し，生涯にわたって運動に親しんでいくことを願い，次のような研究テーマを設定し

た。

運動に熱中・ 没頭する体育科授業の創造

。。
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Ⅱ研究内容
1運 動に熱中 ・没頭する体育科授業とは

運

動

に
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す

る

に

は

、

達

成

感

や

成

就

感

を

味

わ

う

こ

と

が

大

切

で

あ

る
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(1)運 動 に熱 中 ・没頭 するとは

運動に熱中 ・没頭する姿

思考力 ・判断力 技 能

関心 ・意欲 ・態度

生 か す

挑戦 ・工夫する

つかむ ・見通す

【図1　 運動 に熱 中 ・没頭 するとは】

達
成
感

・
成
就
感

体育科の授業において,初 め

て出会ったボール運動領域のゲー

ムや器械運動領域の技等は,「 で

き るよ うにな りた い」 「挑 戦 し

てみたい」 「～になってみたい」

等の思い(「 関心 ・意欲 ・態度」)

を必ず といって いいほど,子 ど

もた ちが抱 くもので ある。 この

「関心 ・意欲 ・態度」は,「 思考

力 ・判断力」 と 「技能」が共に

高まることと,大 きな関連 があ

る。

運 動 に熱 中 ・没頭するとは,

達成感や成就感を味わ いなが ら,

「思考 力 ・判断力」,「技能」,「関

心 ・意欲 ・態度」が ともに高ま

る状態 のことであると考える。

そのことによ り,「わか る」 「で

きる」 楽 しさを実感できるとと

もに,意 欲が高 まる。

したがって,運 動 に熱 中 ・没

頭す る子 どもの姿を引き出すた

めには,単 元や一単位時間 の授業の各過程の段階を踏まえることが大切である。

運動に熱中 ・没頭する子どもの姿が現れる段階は以下のとお りである。

〔つかむ ・見通す段階〕

○ 新たな運動 と出会った ことで,「 ～ した らで きそ うだ」 「～がわかった らで

きるかもしれない」等の見通 しを立て られる子 ども。

○ 試行活動を通 して,個 人課題 を設定 できる子 ども。

〔挑戦 ・工夫する段階〕

○ 課題を解決するために,試 行錯誤や創意 工夫 ・努 力を繰 り返 したり,友 達

と磨 き合 い高め合った りしながら追究することができる子 ども。

○ ルールや場,作 戦 の工夫や コツの発見 を 自ら進んで しようとする子ども。

〔生かす段階〕

○ 運動の特性に触れることで,わ か る楽 しさ ・で きる楽 しさを実感できる子

ども。

○ 授業で学んだ ことを,次 の単元や領域 に生かそ うとす る子 ども。

これ らを踏 まえた上で,各 領 域,各 単元 の具体 的 な子 どもの姿 が分かった上で,

運動 に熱 中 ・没頭す るための学習内容の想定や指導方法を具体化する必要がある。

－119－



運動に熱中・没頭する体育科授業とは

運動に熱中 ・没頭する体育科授業とは， 子どもたち一人一人が，自分なりの目標

をもち，達成感や成就感を味わいながら，ルールや作戦の工夫やコツを発見する等

の運動の楽しみ方を発見・工夫する力(思考力・判断力)や技能，態度をともに身

に付け，運動の特性に触れる授業のことである。

具体的には， r運動を楽しみたいj等の願いを基に，仲間とかかわり合いながら，
運動の楽しさを味わうための楽しみ方の発見 ・工夫の仕方や技能の向上を目指し，

汗び、っしょりになりながら運動に挑戦する授業である。また，子どもたちが運動の

特性に触れるためには，低学年は，教師の直接的なかかわりの中で，中 ・高学年は，

教師の間接的なかかわりを増やし，学び合いを大切にしながら授業を進めていくこ

とが大切になる。

このような運動に熱中 ・没頭する授業を展開するためには，子どもの運動欲求が，

運動と初めて出会ったときから 運動の楽しみ方を発見 ・工夫する力と技能，そし

て態度がどのようにかかわり合ったかを明らかにする必要がある。

そのためには，まず，目標分析を十分に行うことが大切である。次に，教師が子

どもの実態を「楽しみ方の発見 ・工夫の仕方」や「技能J，r態度」の観点で把握し
た上で，運動に熱中 ・没頭する子どもの姿を具体的に想定することが大切である。

そして，問題意識が継続し 見通しをもてたり，達成感 ・成就感をもてたりする

運動教材であるかを分析した上で，学習内容を選定する必要がある。

さらに，指導方法を具体化する必要がある。特に，教師の具体的な働きかけでは，

個やチームに応じて肯定的な助言や称賛 激励を行うことも大切である。このこと

は，教師の言葉かけはもちろんのこと，子ども同士の言葉かけも，運動に熱中 ・没

頭するには大切である。

(2) 

体-4

達
成
感
や
成
就
感
を
味
わ
わ
せ
な
が
ら

、
運
動
の
特
性
に
触
れ
る
体
育
科
授
業
が
大
切
で
あ
る
。

子
ど
も
の
実
態
把
握

肯
定
的
な
助
言
や
称
賛
な
ど

内1
運動の特性にふれる

子ども

子ども同士の

学び合いの活動

:> <: 師教運動教材

運動に熱中・ 没頭する体育科授業像】

nu 
つω

【図 2
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(2 運動に熱中・没頭する体育科授業の創造の基本的な考え方
(1) 運動に熱中・没頭する子どもの姿の設定

C. r運動に自ら進んで挑戦する」 「運動の楽しさを味わい深めるJ) 

ム th O 運動のおもしろさ
るを (スピード感，リズム感，スリル感など)
プコ 多見ヨを二 動の魅力 O 精一杯動くことの素晴らしさ

チミ O 挑戦・変身する素晴らしさ

子どもの思い 挑戦 ・変身欲求(競争・達成 ・克服・変身の楽しさ)

活動欲求(精一杯動く楽しさ)

運動に熱中・没頭する子どもの姿】

運動に熱中 ・没頭する子どもを育成するためには，挑戦 ・変身欲求等子どもの思

いを大切にすることが必要である。その際，子どもたちに運動のスピード感，リズ

ム感や，挑戦する素晴らしさ等，運動の魅力を十分に味わわせることが大切である。

そうすることで，運動に自ら進んで挑戦し，運動の楽しさを味わい深めながら，運

動に熱中 ・没頭する子どもが育つと考える。

子どもたちが運動に熱中 ・没頭する姿をより具体的に分析するためには，授業の

各過程で， r運動の楽しみ方を発見 ・工夫する力」と「技能J，r態度Jがどのよう
にかかわり合っているかを見取る必要がある。そのために，下記のように運動に熱

中 ・没頭する子どもの姿を想定する。

具体的には，ボール運動領域の 5年生単元「ルールを工夫したバスケットボール」

を例に挙げてみる。バスケットボールの楽しさは，ボールを手で自由に動かしなが

ら，スピーディーなボール運びの攻防によりバスケットゴールにシュー トし，得点

を競い合う白熱した競争にある。また，みんなが楽しめるルールや勝つための作戦

を生かし，チームで協力し合ってシュートを成功させるところにある。このような

特性から，運動に熱中 ・没頭する子どもの姿を想定した。

【図3

運
動
の
魅
力
を
味
わ
わ
せ
な
が
ら

、

運
動
に
熱
中
・
没
頭
す
る
子
ど
も
を
育
て
る
。

道筋 態 度
運動の楽しみ方を

技能運動に熱中 ・没頭する子どもの姿
発見・工夫する力

O 「シュー トができるよ ゲームをする場所の整 ドリルゲー 同じ位置か
つ うになりたいJIゲーム 備，用具の準備をする。 ムで自分の らシュートを
カミ
に勝ちたい」と願い，ボー チームにおける互いの シュート力を する。

む
ルを持ち， パスやシュー 役割を決め，最後まで力 感じる。

見 トを実際にする。 いっぱい練習やゲームを

通 O 個人課題を具体的に設 する。
す 定する。 自分の力に応じた目標

O コート中を走り回り， を設定する。

汗をかき，息が弾んでい . ルールを守り，互いに 友達同士の 相手のいな

る。 協力してゲームを行って 動きを 比べ いところにポ

O 対戦チームとルールや いる。 て，シュート ジションをと

コートについて積極的に 作戦が成功するように， やパスのコツ る。

話し合う。 練習をする。 を発見する。

n
L
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制も O チームが勝つための作 . ルールを守り，公正に 作戦板を 山なりの

戦 戦を，チーム全員一人ー ゲームをする。 使って作戦を シュートをす

人が真剣に意見を出し合 チームにおける互いの 考える。 る。
工
つ。 役割を決め，最後まで力 体の動作や 方向を決め

夫
O ゴールされても，すぐ いっぱいゲームをする。 身振りを使い てパスをして

す

る に攻めようとする。 味方の失敗を許し合い， おきかえる。 ボールをつな

O 「ナイスパスJrシュー 失敗した友達を励まし合っ ぐ。

トをして」などの声を出 てゲームをする。

している。 他チームの

よい作戦を参 ・ これまで獲
生
O 自分たちのチームが優 考にする。 得した技能を

カ五

す
勝するために，積極的に 用具の後始末をする。 駆使して，試

声をかけ，励まし合う。 友達のよさを認める。 合をする。

(2) 運動に熱中・没頭するための学習内容

適 運動を学習内容として授業で取り上げる際，それぞれの運動は分析されている。

切 また，技能や学び方(運動の楽しみ方の発見 ・工夫)は系統立てられていたり，ゲ-
2 ムの様相等から分類されたりしている。さらには，子どもや学校 ・地域の実態をとっ
習 ている。
内 本研究では，子どもたちが運動に熱中 ・没頭することができるように，より個や

容 チームに応じた学習内容を設定する必要がある。したがって，より意欲的に運動を

竺 楽しむことができるようにするために，運動の分析では各運動で味わえる楽しさを
ご 吟味する機能的特性を重点化した。また，授業前と授業後の意欲を含めた変容を明
言 らかにするために， 子どもの実態を重点化した。
す 以下の表が学習内容設定の視点である。

る 学習内容設定の視点 内 容(太字が本年度の重点)

運動の分析 -機能的特性 -構造的特性 -効果的特性

運動の系統・分類 -運動の系統 -運動の分類

子ども理解，運動の適時性 -子どもの実態 -発達特性(身体的，社会的，知的)

学校 ・地域の実態 -学校の実態 -地域の実態

よ
り
個
の
応
じ
た
指
導
方
法
の
工
夫
。

(3) 運動に熱中・没頭するための指導方法

どの子どもたちも運動に熱中 ・没頭するためには，どのような課題の追究過程で，

どのような学習活動，形態，場，教師の具体的な働きかけを関連付けて具体化し学

ばせていくかという学びの過程をより具体的に構想する必要がある。したがって，

より個に応じた指導方法を工夫する必要がある。本年度は， 学習活動，場，教師の

具体的な働きかけの言葉かけを重点化していく。

① 学習活動→話し合い活動や主に技能を高めるための練習時間の設定

② 場→より運動の特性に触れるためのコートの工夫

③ 言葉かけ→助言 ・称賛 ・激励を意識しての発問計画

評価については，これまでの研究で行ってきた体育ノートや学習カード，子ども

たちのつぶやきなどの他に，診断的 ・総括的授業評価や形成的授業評価を行い，よ

り個人を意識するようにしていく。

q
L
 
つ山
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研究の方法

研究の手順と方法 ) 

次のような手順と方法で「運動に熱中 ・没頭する体育科授業の創造Jの研究を進め

ていく。

E
f
l¥ 

( 1単位時間]

運動に熱中 ・

没頭する子

どもの姿を

想定した指

導方法

|子どもの活動|

追

O学習活動
O形態
O場
O教師の働
きかけ

・発問

-行動観察

・言葉かけ

r"，をするためには
~すればよさそう

だ」

[授業過程]

・教師の授業過程

(教師の働きかけ)

.子どもの学習過程

(子どもの活動)

運

動

に

熱

中

・

没

頭

す

る

姿

を

想

定

し

て

、

授
業
計
画
を
立
て
る
。

「これならできる」

定

動

設

活

題

'z'c 
プL

課

[授業計画]

・目標分析

-運動に熱中・没頭す

る姿の想定

-学習内容の選定

・指導方法の具体化

※ 学習内容の選定

は，これまでの研究

を踏襲した上で計画

を立てる。

り返り振

r"，してよかったJ[授業成果]

・授業記録の分析

(個人，チーム)

・運動に熱中 ・没頭す

る姿の具体化

研究計画 ) 

研究期間は3年間とする。 1年次は，主に，運動に熱中 ・没頭する子どもの姿を想

定していく。また， 2. 3年次は設定した子どもの姿を基に，学習内容と指導方法に

ついて明らかにしていく。

研究の手順と方法】【図4

研究内容 1年次 2年次 3年次

領域 ボール運動領域 器械運動領域 その他の領域

子どもの姿
.. 
， 

学習内容 .‘ 

指導方法 ， 

三
年
間
の
研
究
を
行
う
。

研究の期間】【図5
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N 研究の実際

C 1 実践の立場 ) 

子どもたちが運動に熱中・没頭するために，授業の各過程で，運動や友達とどのよ

うにかかわり合いながらルール ・コートや作戦をどのように工夫し，技能を高めていっ

たのか子どもの姿を明らかにしていく。

目検証の視点 10 授業の各過程で，運動に熱中 ・没頭している想定した姿が見られたか。
O 子どもが運動に熱中 ・没頭するための学習内容であったか。
O 子どもが運動に熱中・ 没頭するための指導方法であったか。

検証の方法 10 子どもの観察や学習カードや体育ノートなどから
O 診断的 ・総括的授業評価や形成的授業評価から
O 子どもたちの技能の変容から

(2 実践の内容 ) 

(1) 実践単元

第 3学年単元「ルールを工夫したセストボール」

(2) 単元の目標
① 「みんなが楽しめるセストボールにしたい」等の願いをもつことができる。

② みんなが楽しめるルールやコートを工夫したり，勝つための作戦を考えたりす

ることができる。

③ 相手のいないところにパスをしたり，相手をかわして両手で山なりのシュート

をしたりすることができる。

(3) 学習内容について

① セストボールの特性

セストボールのおもしろさは ドリブルができないため チームの一人一人が

ポジショニングを考えながらパスをつないでシュートを決めるところにある。ま

た，ゴールは360度どこからでもシュートができるため シュートチャンスが多

くなるところにもある。以上のことから，本単元では，友達と互いに協力し，ゲー

ムを楽しんでいこうとする態度を身に付けていく。また，クラス全員が楽しめる

ようにするために， 全員シュートを目指していく。そのために，ルールやコート

を工夫したり，作戦も考えたりして， 学び方を高めていくことができる。さらに，

山なりのシュートや相手のいないところへの素早いパスなどの技能を高めること

ができる。

② 児童の実態(調査人数40名 結果は主なもののみ表示)(複数回答)

ア ボール運動に対する興味・関心 イ どのような学習をしたいか。(学び方)
好き 37名 O 点数が入ってうれしい 25名 O いろいろな方法でゲームしたり，練習し

O ボールを投げるのが楽しい 23名 たりしてみたい 18名
O ボールを取るのが楽しい 18名 O ルールをみんなで考えてゲームしたい 14名
OO ボールでを楽けるのが楽しい 15名 O 作戦を立ててゲームをやってみたい 12名
みんな しくできるから 12名 O シュー卜するコツを見付けたい 9名
O ボールを投げたり，捕った O パスをするコツを見付けたい 8名

嫌い 3名 りするのが苦手 2名 O みんなで協力してゲームしたい 8名
O 走るのが苦手 1名

ウ 学習のめあて
O シュートを決める 12名
O パスを上手にする 9名
O みんなで協力する 6名
O 作戦を考える 6名
O みんなで楽しくゲームをする 4名
O ルールを守る 1名

エ技能面
内 1eプヤr 

捕球力 (5m離れたところから) 26名
パス力(胸からのパス) 4.4m 

O本・・・ 7名
シュート決定数(一人3本試技) l本・・・ 21名

2本・・・ 10名
3本・・・ 2名

4
 

円
ノ
山
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本学級の子どもたちは，ボール運動に対して高い興味・関心をもっている。反面，ボールの投捕
や走ることが苦手な子どももいる。学び方では，ルールを工夫したりチームが勝つための作戦を立
てたり したいと考えている。技能では， パスの投捕がうまくいかない子どもやシュートがうまく決
まらない子どもがいる。
以上のことから，本単元では主にルールやコートの工夫や勝つための作戦を立てさせていく。 た
だし，コートの工夫においては実態にはなかったが，指導方法として大切であると考え，意図的に
位置付けた。また，個やチームに応じた技能を身に付けさせるために，練習をする時間を設定する
こととした。

運動に熱中・没頭する子どもの姿を想定した授業展開

2・3・4

け

一
間
一
筋

い

一時
一
道 一三??JF主9"--U三?竺二早早±プ'tJE平竺二子主竺三円マJJ-___竺±ー一一

みんなが楽しめる 11 Iみんなが楽 し めるセス トボ ー ルをつ く ろう

ルールでセストボー III<ドリルゲーム> シュートゲーム パス ・シュー トゲーム
ルをしよう I I 1"， ~， ，，， ，̂' ， ~ I 1_.  " "~ _ '~"'" ~ I I I I んなが楽しめるルールやコートを IIチームが勝てる作戦をII r-一一
・1チーム 5名 I I工夫してゲームをしよう I I工夫してゲームしよう
・リーグ戦 叫 帥抽出司 副

{初めのルール]

・1ゴールl点

-ドリブルなし

・センターライン

でジャンプボール

[初めのコート]

1OmX 20m 

[初めのリングの高さ]

巨回

8・9

課

トーナメント戦
O ルールやコートを相
手チームと話し合って

選択する。
O 作戦を自分のチーム
で選択する。

学習のまとめ

[ルール・コートの選択1
・相手チームと話し合って選択する，

[作戦の工夫]
-縦繊パスパス作戦
・待ち伏せ作戦等

題

ηh 

プL

の

追

過

程

セ
ス
ト
ボ
l
ル
の
お
も
し
ろ
さ
や

友
達
の
よ
さ
が
分
か
る
楽
し
さ

こ
れ
ま
で
学
習
し
て
き
た
こ
と
を

生
か
し
て
ゲ
ー
ム
を
す
る
楽
し
さ

作
戦
を
生
か
し
て
ゲ
ー
ム
を
す
る

楽
し
さ

ゲ
ー
ム
の
勝
敗
を
素
直
に
認
め
て
、

次
の
ゲ
l
ム
の
作
戦
を
立
て
る
楽
し
さ

パ
ス
や
シ

ュ
l
ト
を
カ
ッ
ト
し
て

得
点
を
阻
止
す
る
楽
し
さ

パ
ス
を
つ
な
い
で
シ
ュ
l
ト
を
す

る
楽
し
さ

ル
ー
ル
や
コ
l
卜
を
選
択
し
て
ゲ
ー

ム
を
す
る
楽
し
さ

ル
ー
ル
や
コ
l
卜
の
工
夫
、

練
習

の
成
果
が
出
て
得
点
で
き
る
楽
し
さ

ボ
ー
ル
の
投
げ
方
や
捕
り
方
が
分
か

り
パ
ス
が
う
ま
く
つ
な
が
る
楽
し
さ

新
し
い
ル
l
ル
や
コ
ー
ト
で
ゲ
ー

ム
す
る
楽
し
さ

み
ん
な
が
シ
ュ
l
ト
で
き
る
た
め

の
ル
l
ル
や
コ
l
ト
を
話
し
合
い
、

決
め
て
い
く
楽
し
さ

ゲ
ー
ム
か
ら
自
分
や
チ
1
ム
の
め

あ
て
を
は
っ
き
り
も
て
る
楽
し
さ

友
達
と
仲
よ
く
ゲ
l
ム
を
す
る
楽

し
さ初

め
て
の
セ
ス
ト
ボ
l
ル
に
出
会

う
楽
し
さ

楽
し
さ
の
深

ま
り

挑戦する・工夫する

ルール ・コートを工夫する | 作戦を工夫する
生かす

運
動
に
熱
中

・
没
頭
す
る

子
ど
も
の
姿
の
想
定

友
達
の
反
省
か
ら
、
ど
う
し

た
ら
勝
て
た
の
か
真
剣
に
聞
こ

う
と
し
て
い
る
。

ル
ー
ル
や
コ

l
ト
の
よ
さ
で

勝
て
た
こ
と
を
嬉
し
そ
う
に
発

表
し
て
い
る
。

自
分
の
考
え
た
作
戦
を
、
み

ん
な
に
分
か

っ
て
も
ら
お
う
と

真
剣
に
作
戦
を
図
に
書
き
表
し

た
り
、
友
達
と

一
緒
に
確
認
し

た
り
し
て
い
る
。

勝
敗
を
茎
献
し
て
ル
l
ル
や
コ
ー

ト
を
選
択
し
て
使
お
う
と
す
る
。

コ
ー
ト
中
を
走
り
回
り
、
息

が
弾
ん
で
い
る
。

大
き
な
声
で
「
パ
ス
1
二
こ
こ
1
4

等
言
っ
て
、
パ
ス
を
呼
び
込
ん

で
い
る
。

元
気
よ
く
あ
い
さ

つ
を
し
て
、

か
け
足
で
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
移
動

す
る
。
勝
敗
を
且回
議
し
て
ル
l
ル
や
コ
ー

ト
を
う
ま
く
生
か
そ
う
と
し
て

友
達
に
パ
ス
を
出
し
て
い
る
。

シ
ユ
l
ト
ゲ
ー
ム
の
結
果
を

早
く
知
り
た
が
っ
て
い
る
。

ゴ
ー
ル
を
ね
ら

っ
て
シ
ユ
|

ト
が
入
る
と

「ゃ
っ

た

!
」
と

両
手
を
挙
げ
て
、

喜
ん
で
い
る
。

っかむ ・見通す

シ
ュ
l
卜
を
多
く
決
め
た
い

と
張
り
切
っ
て
、
パ
ス
や
シ
ユ
|

ト
の
構
え
や
動
き
を
し
て
い
る
。

(5) 実際

① ルール・ コートを工夫する段階の目標

ア 「シュー卜したいJrチーム全員が得点したいJ等の願いをもってチームと協
力し合いながらゲームをすることができる。

イ 前時と本時のルールやコートを比べ，ルールやコー ト工夫することができる。

ウ 素早いパスをまわしたり， 両手で山なりのシュー トをしたりすることができる。

り
L
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② 実 際 【ルール ・コートを工夫する段階] て〉 教師の言葉かけ特に表出されたものを
圏 態度 国学び方 園 技能で表記

主な学習活動 子どもの意識の流れ 運動に熱中・没頭する子どもの姿

つ 1 準備運動をする。

か O シュートゲーム
2 本時のめあてについて話

し合う。

みんなが楽しめる

ルール・コー トでセス

トボールをしよう

運動に熱中・没頭できない

「どうしてシュー トが決

まらないんだろう。 」

「いいな。友だちは上手

む

見

通

す

段

階

「そうだ，今のシュー 卜

は，ふわっとしてい

いシュー トだ、ったぞ。 」

3 ルールやコートの確認

をする。

弔7言=ート2点制
・全員シュー トボーナス点制

・得点別シュー トゾーン 」。よ
寸

/、AAM
 
-
'
V
 

T
レ

|

-

一

J

o

二一

楽

o

i
;
E
 

一旦巴

一一一

品M
ナ
句

L
9
一一
一
の
か

エケ
ニ一
一
る
の

訪
仙
=
す

い

一確
一一一

ム
い

一の
二
ご

で

一て
二一
ゲ

ま

一あ
=一

で
ま

一め
二
一ル

の

「
L
=
一
今

'
レ
斗
J
B

j
;
 

な
ト
ん
一
ど

コ

「
「

運動に熱中 ・没頭できない

相h

戦

す
だれもいないぞ。

いて声を出してごらん。」

る

5 各チームでルールやコート

について話し合いチーム練習

工 ! をする。

夫

す

る

庇巨月又4 

階

6 ゲームEに挑戦する。

「ルールを生かして，もっ

と点を入れるためには

どんな工夫をすればい

す l
、 いかなっj

2巨凡| 7 整理運動をする。
8 本時の学習を振り返る。

がら前に進ま

ないと，ボ-

Jレがパスさj凡

たら上手に

ボールをとれ

回ってこないな。」

「パスをもらってもう

まく入らないよ。」

「みんなでシュー卜す

るチャンスがあれば

いいけどな。 00君 シュートが入っても

1点だもんな。」

「まだ臼帽子の00
君にパスを回して

シュートが決まれ 11シュー 卜ゾーンか 11 シュートできな

ば，たくさん点数 11らシュー卜したほ 11 いからつまらな

をもらえるよ。 J11 うがいいぞ。 11いよ。 」

運動に熱中 ・没頭できる

|「シユー トチャンスが培えて楽しかったぞ。 JI 

「次は，パスパス作戦をしていくぞ。 j

Fh
u
 

円乙

シュートがよく決まる友達

の姿を見て、シュートをま

ねて練習している。

(態・国.Im
シュートゲームで勝つため

に，ゴールをよくねらって

シュートし，決まると「よ

し!Jとガッツポーズをする。

個 ・学・回

シュートゲームの結果を I早

く教えて!Iと催促している。

掴・学・技)

元気よくあいさつし，チー

ムの全員で円陣を組んで，

Iファイト !Iと言って走っ
てから走ってポジション
につく。 国 ・学・技)

コート中を動き回った後両
膝に両手を置き，肩で息をし

ている。 園 ・学・回

ボ-)レを持ったまま走っ
たことに気付き，1あっ l

しまった !Iと言っている。
(態・圏 ・技)

素早くパスをつないで，
両手で山なりのシュートて

している。(態 ・学・画

100君が入れたら全員
シュートボーナス点で逆
転できるよ!と言い，チー

ム内でパスの練習をして
いる。(態・圏西
相手に勝つための作戦を図
に表し，互いに考えを言い
合っている。(態 ・圏・技)

コート中を走り回り，息VJ{
弾んでいる。園学・図

シュー卜を外しても，チー
ム内で I大丈夫 !Iと言っ
て励まし合っている。

国 ・学・技)

・ すばやいパスをつないで，
いろいろな場所から両手
で山なりのシュートがで

きる。(態 ・学'!ID

Jレールを生かすために，
白帽子の友達に 「シュー

卜して!Jと叫んでいる。
(態・圏・回

他のチームがどのように
して勝ったのか知るために，
友達の反省を開きながら
うなずいている。

個 ・学・技)

・次の試合に向けて，対戦
チームを知り，作戦につ
いて考えている。

個-圏・技)
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(3 実践のまとめ
(1) 授業の各過程で想定した運動に熱中・没頭している姿

O 子どもの観察から

ルール ・コートの工夫の段階 作戦を工夫する段階

O シュートゲームで勝つために，ゴール O パス ・シュートゲームでパスをする方とパスをキャッ
っかむ ・見通す をよくねらってシュートし，決まると「よ チしてシュートするまでに 「ハイ 1ハイ!Jと合図

し!Jとガッツポーズをする。 を出し，決まったら互いにハイタッチする。

O 冗気よくあいさつし，チームの全員で O 自分の考えた作戦を，みんなに分かつてもら
円陣を組んで，1ファイト!Jと言って走つ おうと真剣に作戦を図に書き表したり，友達と

挑戦・工夫する
てポジションにつく。 一緒に確認したりしている。

O シュー卜を外しても，チーム内で !大 O チーム内で決めた作戦で良いかどうか，実際
丈夫 !Jと言って励まし合っている。 に動いてみて「もっと前J1そこから後ろに回つ

てj等，声をかけ合って練習をしている。

O 他のチームがどのようにして勝ったの O いろいろな作戦から相手に応じて使い分けて，
生かす か知るために，友達の反省を聞きながら ゲームをした結果勝てたことを大きな声で発表

うなずいている。 している。

い ーグ戦 トーナメン ト戦 |

(2) 学習内容について

① 形成的授業評価から
作戦を工夫
チームの特徴を
生かした作戦を立て
てゲーム
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ルール・コートの工夫
.初シュート2点制
・全員シュートボーナス点制
.得点別シュートゾーン

O 縦軸の指数は
13 Jを満点とし
たものである。

②学び方から

単元の前半では，自分のチームで得点

を多く入れる友達を中心として，作戦を

立てていたが，単元の後半では， 相手によっ

て自分たちの作戦を考えるようになった。

また，より 高い得点に結び付 く作戦を考

えるようになった。

③ 技能から(毎時間の変容及び実践前と実践後の技能の変容

第1時 第2時第3時 第4時 第5時 第6時 第7時 第8時 第9時
内 ，廿ザヤ 実践前 実践後

補球力(5m離れたところから) 26名 38名
1分間当た
りの歩数
67.9 69.6 105.1 100.6 107.5 113目6115.5 141.5 144.1 

パスカ(胸からのパス) 4.4m 5.5m 
0本 7名 0本… l名

l分間当たり シュー卜決定数(ー人3本球技)
1本 .21名 1本… 9名

のシュート数
1.4 1.6 2.3 2.4 2.3 2.6 2.5 2.9 3.8 2本 .10名 2本…14名

3本… 2名 3本…16名

(3) 指導方法について
① 診断的 ・総括的授業評価から

学び方

12.25 

14.05 

O 各項目 115点」
を満点としたもの
である。

② 体育ノートの記述から

O 体育ノートから学び方の工夫や授業に対する
態度を把握できることで，次時の子どもへのか

かわりとして生かすことができた。
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③ 教師から子どもへの言葉かけ

直三司
O パスをもらったら，できるだけ早くパスや
シュートをしたほうがいいぞ。
O 白帽子の00君にパスをまわして。シュー
トが決まったら逆転だぞ。

|激励|

O がんばれ!2点シュー卜もできそうだ。
O 今度はきっと入るよ

ロ

調
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|形成的授業評価の記述から |

b 今日の体育崎県で.先生に声をか吋てもらいましItf).. 三々とよJ・いいえ〉・それほどんなことでしたか.
川o巳こ食生いれ hるよJ 乞言.i:t ~" 九 ~ ドするピ仲間かう1\" ス L ì. 毛 今 LZAー トでき l二

ot山被智古Yあるよ..Jt 1也のチームの持習を昆仰いλe→ ド宅』川且かIIハ。スヤ九一トカY当主<t.;."T，. 
l「い ¥，そ 突 の調 子 たよ ~ .1ギ3引 1出てをTt:(!ん)¥.スヤ、ケ卜rtKJ
[考察]

O 本実践における子どもの運動に熱中・没頭する姿は，実践前に想定したものと比較をしてみる
と，運動に熱中・没頭している姿はほぼ妥当であったと考える。
O ルールやコート，作戦の工夫や実践前後の技能の変容及び形成的授業評価の結果から，単元途
中で3つの観点に落ち込みが見られたが その後は3つの観点は高まりが見られた。単元途中で
3つの観点が落ち込んだことは改善の余地はあるが，ほぼ子どもが運動に熱中・没頭する学習内
容であった。

O 診断的・総括的授業評価では，すべての観点で高まりが見られた。さらに，教師から子どもへ
の言葉かけは，個やチームに応じて助言，称賛，激励を行うことで，練習に生かすとともに，ゲー

ム中においては，敵のいないところへ動いてパスをしたり， 2点シュートゾーンからゴールをよ
く見てシュートをしたりする姿が見られるようになった。これらのことから，子どもが運動に熱

中・没頭する指導方法であったと考えられる。

V 研究の成果と今後の課題
「運動に熱中・ 没頭する体育科の授業の創造」をテーマとして設定し，子どもが体

育科授業において熱中・ 没頭する姿を明らかにするために授業の各過程で具体的な子

どもの姿を想定し，運動に熱中-没頭するための学習内容を想定し，指導方法を具体

化してきた。その結果，次のような成果と課題が得られた。

( 1 研究の成果 ) 

O 授業の各過程で想定した運動に熱中 ・没頭している子どもの姿の想定は，子ども
同士の声かけ等の態度の変容や技能-学び方の向上から妥当であった。

O 一単元を通して3つの観点の落ち込みはあったが，学び方を重視したことで，そ
れぞれ高まったことから，運動に熱中 ・没頭できる学習内容であった。

O 学習活動，場，教師の言葉かけによってルール・ コートを生かしたり，相手に応
じた作戦を立てたりすることができたことから 運動に熱中・ 没頭できる指導方法

であった。

( 2 今後の課題 ) 

. ボール運動領域における運動に熱中 ・没頭する子どもの姿は明らかになりつつあ

るが，他領域についても，その姿を明らかにする必要がある。

. 子どもの実態及び運動の特性に重点をおいた学習内容を見直す必要がある。
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